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福山ローズビルの外装を新材料・新工法で彩る

その２　常温特殊塗装の世界

3.　常温塗装分野の新技術

⑴　㈱ノザワの押出成形セメント版「 アス
ロック Neo 」への適用

中規模の業務ビルを，鉄骨造で，外壁をアス
ロックで被うという考え方は，経済設計という
観点からも至極無難な選択だと思料する。ただ
し，無有建築工房は，㈱ノザワのデザインパネ
ル「サカロックヨロイ」およびウッドデザイン
シリーズ「彩実」という新しく開発された高意
匠性のアスロックパネルを 2種類採用した（写
真－ 6参照）。
施工実績はほとんどなく，今回の福山ローズ

ビルへの適用が，本格的な使われ方としては実
質初めてであると思われる。さらに，デザイン
性の高い常温塗装を施して，これまでに類を見
ない仕上がり感を創出したいとの明確な意思を
持たれていた。それらの要求を実現する側の施
工サイドは，設計者の希望を確実に実行できる
生産体制を構築する必要があった。
そこで，野平外装技術研究所（noftec）として
は，高意匠性アスロックパネルへの常温特殊塗
装ができる協力会社およびメーカーの選定を行
い，着工後の早い段階で関係者一同に参集いた

だき（第 4 表参照），常温特殊塗装の仕様の設
定および実験検証，一般的な塗装に比べ現場工
数も多いため，各社の着工から終了までのスケ
ジュールについて，相互理解を深めた。トヨタ
の看板方式と同様，「ジャストインタイムの工
程管理」を導入し，高品質の確保と，無理・ム
ダ・ムラの排除により，新材料・新工法の採用
ではあっても，コスト縮減に努めた。
以下に，2種類の常温特殊塗装についての施

工方法について，写真を交えながら説明する。
①　デザインパネル「 サカロックヨロイ 」へ

の常温特殊塗装
当該建物の 5階および屋上に採用されたデザ
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インパネル「サカロックヨロイ」は，リブの高
さやピッチが異なるさまざまなデザインを展開
し，押出成形の利点を最大限に生かしたもので
ある。働き幅は 900mmと 600mmを標準として，
長さは 5,000mmまで製造が可能な新商品であ
る。なお，10月号に掲載した立面図（第 1～ 3
図参照）で，施工箇所をご確認いただきたい。
無有建築工房としては，このデザインに対し，

「青貝箔」，すなわち本銀箔を硫黄で燻（いぶ）
し，硫化反応により青色に変化させた箔のイ
メージを再現した常温塗装としたいとの要望で
あった。
銀は硫黄で燻すことで赤，青，黒へと変色す

るが，銀箔を硫黄で燻す技術があるのは日本だ
けで，非常に限られた職人にしかできない技で
ある。同じ色を作り出すことができず，一枚一
枚の表情が異なるため，柄のように楽しめるの
が特徴であるという，大変難しい素材である。
そこで，
①　シーラー
②　エイジング塗装（茶系と緑系の 2色）
③　フッ素クリヤー

という塗装系を開発した。
施工後，この出来映えなら，商品として十分

シリーズ化できると判断し，㈱セントラルコ
ンクリートで，「インターリッチ　エクシード
（ INTERRICH EXCEED）高意匠性塗装（低汚染
型高耐候性フッ素樹脂塗料）『緑青』」と命名し
た。
実際の本施工に向けては，
① 　青貝箔のイメージのサンプル見本板を数
種類作成

②　承認見本版の決定
③ 　見本版との照合を行いながら現場施工を

実施
という工程を踏んだ。なお，写真－ 7 ～ 14に，
施工結果を示す。
この施工過程で最も難しかったことは，エイ
ジング塗装，すなわち茶系と緑系の 2色の色を
サカロックヨロイ面にバランス良く配置し，常
温塗装でありながら，青貝箔のように見せるこ
とであった。そのために，セントラルコンクリー
トでは，東京から美術的センスを有する職人を
現地に派遣し，エイジング塗装を完成させてく
ださった。
また，いちばん表層のフッ素クリヤーも均一
に施工しないと，エイジング塗装の見栄えにも
影響するため，集中して作業を行った。さらに，
このような特殊塗装では，バランスが悪いと見

第 4 表　常温特殊塗装の生産体制

設計・設計監理 無有建築工房　建築家 竹原義二，玉井　淳，片岡裕貴

施工管理 大和建設㈱　専務取締役 小林日出男，所長 矢野直樹

協力会社・メーカー

1.高意匠性アスロックパネルへの常温特殊塗装：㈱扶桑商会（アスロックパネル版設計・
施工），大日本塗料㈱（常温特殊塗料供給・指導），㈱セントラルコンクリート（常温特
殊塗装・「緑青」），山陽塗装工業㈱（常温特殊塗装・「ブラックパールメタリック」）

2.各種ジョイント部およびガラス目地部の新技術：セメダイン㈱（汚れないシール「セ
メダイン EXCELⅡ」外壁共色シーリング材・製造供給），信越化学工業㈱（シリコーン
オイルの撥水（はっすい）汚染防止塗布材供給）

外装コンサルタント 野平外装技術研究所（noftec）

写真－ 7　承認見本版
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写真－ 8　承認見本版との照合

写真－ 10　 サカロックヨロイのインターリッチ　
エクシード「 緑青 」⑵

写真－ 9　 サ カ ロ ッ ク ヨ ロ イ の イ ン タ ー リ ッ チ　　
エクシード「 緑青 」⑴

写真－ 11　 サカロックヨロイのインターリッチ　
エクシード「 緑青 」⑶

写真－ 12　 サカロックヨロイのインターリッチ　
エクシード「 緑青 」⑷

写真－ 13　 サカロックヨロイのインターリッチ　
エクシード「 緑青 」のアップ ⑴

え方にもバラツキが出るので，写真－ 7，8に
示すように見本版との照合を密に行った。その
結果，無有建築工房が当初イメージされてい
た，青貝箔を再現できているとの評価をいただ
いた。常温特殊塗装の世界にも，芸術的センス
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写真－ 14　 サカロックヨロイのインターリッチ　
エクシード「 緑青 」のアップ ⑵

写真－ 16　 彩 実 の メ タ リ ッ ク ブ ラ ッ ク パ ー ル　
（ 中景 ）⑴

写真－ 15　  彩 実 の メ タ リ ッ ク ブ ラ ッ ク パ ー ル　
（ 遠景 ）

が要求される時代に入った。
②　ウッドデザインシリーズ「 彩実 」への常

温特殊塗装
当該建物の標準階に採用されたウッドデザイ

ンシリーズ「彩実」は，厳選した実物の木目板
そのものから形どりを行う製法で，「木目」本
来の美しさをアスロックに再現した新しいシ
リーズのアスロックである。押出成形の特徴を
生かしたエンドレス製法を用い，繰り返しの少
ない仕上がりが再現できる。
この優れたデザイン特性を生かすべく，常温

硬化タイプの塗料ではなかなか均一な仕上げと
することが難しいメタリック塗装に，あえて挑
戦した。外壁の常温特殊塗装のため，意匠性も
さることながら長期の耐久性も必要であり，実
験検証も十分に実施されている大日本塗料㈱の
「Vフロン #200スマイル RBメタリック（弱溶
剤型フッ素樹脂メタリック塗料）」を採用する
こととした。
現在，この商品はプラチナシルバー，シャン
パンゴールド，ブラックパールの 3つの色調を
取りそろえているが，今回は無有建築工房のイ
メージに最も近い「ブラックパール」を採用し
た。なお，ブラックパールの彩実への実施工は，
当該現場が日本初の採用となる。

写真－ 15 ～ 19に，施工結果を示す。なお，
10月号に掲載した立面図（第 1～ 3図参照）で，
施工箇所をご確認いただきたい。

⑵　打放しコンクリートへの表面化粧塗装の
適用
打放しコンクリートは，脱型直後は美しいが，
何も保護塗装をかけなければクラックの発生，
脆性化の進捗が起こる。その進行を止めるには，
下塗りにシラン系吸水防止剤を使用して，コン
クリート表面から浸透させ，吸水防止層を形成
させる。そして，上塗りの高耐候性水性フッ素
樹脂によりコンクリートの劣化要因を抑制する
ことができる。
また，無色透明なクリヤーは親水性塗膜であ
るので，その低汚染作用で防汚効果を長期間持
続させることができる。第 5 表にその施工仕
様を示す。また，その施工状況を写真－ 20 ～
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写真－ 17　 彩 実 の メ タ リ ッ ク ブ ラ ッ ク パ ー ル　
（ 中景 ）⑵

写真－ 19　 彩 実 の メ タ リ ッ ク ブ ラ ッ ク パ ー ル
（ アップ ）⑵

写真－ 18　 彩 実 の メ タ リ ッ ク ブ ラ ッ ク パ ー ル
（ アップ ）⑴

第 5 表　ポルトガード AF　エイジング（ 低汚染型高耐候性フッ素樹脂クリヤー塗装 ）

工程 仕様 塗布量（kg /m2 / 回） 塗装方法

1　下塗り
ポルトガード 2000
（シラン系吸水防止剤）

0.10～0.15（L） ローラー　ハケ

2　中塗り
ポルトガード 4000
（水性アクリルシリコン樹脂クリヤー）

0.08～0.12 ローラー　ハケ

3　色調整
PGカラー
（水性シリコン樹脂塗料）

適量 エイジング

4　上塗り
ポルトガード水性フッソクリヤー
（低汚染型高耐候性水性フッ素樹脂クリヤー）

0.06～0.10 ローラー　ハケ

22に示す。なお，10月号に掲載した立面図（第
1～ 3図参照）で，施工箇所をご確認いただき
たい。

⑶　小波スレート加工ボードへの常温塗装
エントランス軒天の小波スレート加工ボード
は，建築物の入口で目にとまる箇所のため，豪
華さが必要である。そのためには，標準階の外
壁で採用したブラックパールが有効と判断し，
採用した。なお，第 6 表に，ボード天井用の
施工仕様を示す。
また，写真－ 23 ～ 25にその施工写真を示す。

裏面を見え掛かりに使用し，パールメタリック
感との相乗効果が出て，品格ある，独特な雰囲
気を醸し出している。なお，10月号に掲載し
た立面図（第 1図：左図参照）で，施工箇所を
ご確認いただきたい。

4.　各種ジョイント部およびガラス目
地部の新技術

⑴　セメダイン㈱の汚れないシール「 セメダ
イン EXCEL Ⅱ 」の活用

①　セメダイン EXCEL Ⅱの概要
セメダイン EXCELシリーズは，シリル基末
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端ポリアクリレート（シリル化アクリレート）
をベースに開発した画期的なシーリング材であ
る。アクリルポリマーの特徴である耐候性・耐
熱性に加え，シーリング材の主要素である耐久
性を向上させることにより，建築用途への使用
が実現し，その性能から各種部位への展開が可
能となっている。
シリル化アクリレートとは，アクリル主鎖の

両末端に加水分解性シリル基を精度よく導入し
たポリマーであり，空気の水分（湿分）によっ
て速やかに硬化し，動的耐久性に優れたゴム弾
性を発現する。第 7 表にセメダイン EXCELⅡ
の特徴と用途を，第 9 図に競合品との比較を
示す。
また，第 8 表，第 10 図の通り，キセノンアー

クランプ 1万時間照射後においても表面に劣化
は確認されていない。

②　セメダイン EXCEL Ⅱの目地周辺汚染性
シリル化アクリレート系シーリング材にはシ

リコーンオイルが含まれていないことから，シ
リコーン系に見られるような目地周辺部の著し
い汚れ（撥水（はっすい）汚染）を引き起こすこ
とはない。鏡および光触媒コート（塗装アルミ
ニウム）に打設した際の汚れ方の違いを写真－
26に示す。セメダイン EXCELⅡでは汚染が
生じないことがわかると思う。

③　外壁共色シーリング材の製造と施工
設計者共通の要求事項として，各種ジョイン

トは目立たせたくないというテーマがある。
セメダイン EXCELⅡは，混入する顔料を選
ばないので，外壁と共色のシールを製造・施工

写真－ 22　 ポルトガード AF　エイジングの施工
（ アップ ）

写真－ 20　 ポルトガード AF　エイジングの施工
⑴

写真－ 21　 ポルトガード AF　エイジングの施工
⑵

すれば各種ジョイントは目立つことがなく，共
色になり目地が消えて見える。
アスロックの版間目地，スチール製建具の
ジョイント目地等，連続面を構成する部分には，
必ず接合部が発生する。通常，ガラス周りでは
シリコーンシーリング材が，コンクリートや成
形板の目地では変成シリコーンが使われるが，
混入する顔料には制約があり，外壁と共色に仕
上げることは技術的に容易ではない。
セメダイン EXCELⅡは，テレケリックポリ
アクリレートという樹脂で構成されており，耐
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第 6 表　ボード天井用塗料（ V フロン #200 スマイル RB メタリックブラックパール ）
使用材料一覧表

一般名 商品名
ホルムアルデ
ヒド放散等級

希釈剤

1
JASS 18 M-201
反応型合成樹脂シーラーおよび
弱溶剤系反応型合成樹脂シーラー

マイティー万能エポシーラークリヤー F☆☆☆☆
塗料用シンナー
または
塗料用シンナー A

2 フッ素樹脂塗料用中塗り Vフロン #200スマイル RB中塗 F☆☆☆☆ 塗料用シンナー

3 フッ素樹脂上塗り塗料 Vフロン #200スマイル RBメタリック F☆☆☆☆ 塗料用シンナー

4 フッ素樹脂上塗りクリヤー Vフロン #200スマイル RBクリヤー F☆☆☆☆ 塗料用シンナー

塗装仕様

 工程 商品名
塗
り
回
数

色相
混合比率
（重量比）

希釈率
（％）

（重量比）
塗装方法

標準使用
量（kg /
m2 / 回）

塗装間隔
（20℃）

素地ごしらえ
1.汚れ，脆弱な層等を適切な工具（ブラシやサンドペーパー等）を用いて除去する。
2.ブラシ，ホウキ等を用いて汚れ，その他有害な付着物を取り除き，清浄な面とする。

乾燥後

下塗り
マイティー万能エポ
シーラー

1 クリヤー
主剤 14：
硬化剤 1

30～ 50
ハケ
ローラー
エアレス

0.10～
0.12

4時間以上
7日以内

中塗り
Vフロン #200スマ
イル RB中塗

1 淡彩色
主剤 90：
硬化剤 10

5～ 10
ハケ
ローラー

0.10
16時間以上
7日以内

メタリック
Vフロン #200スマ
イル RBメタリック

1
ブラック
パール

主剤 14：
硬化剤 1

0～ 10 ローラー 0.09
16時間以上
7日以内

クリヤー
Vフロン #200スマ
イル RBクリヤー

1 クリヤー
主剤 14：
硬化剤 1

0～ 5 ローラー 0.07 -

写真－ 23　エントランス天井（ 遠景 ）

写真－ 24　エントランス天井（ 中景 ）

候性的にはシリコーンシーリング材と同等の性
能を有し，かつ混入できる顔料の種類が多く，
外壁と共色に仕上げることが比較的に容易で

あった。写真－ 27 ～ 33にその施工状況を示す。
目地の存在感が消え，１枚の大きな壁面で外装
が仕上がっているかのように見える。建築外装
の高意匠化に大いに貢献できたと思料する。

⑵　防火戸用ガラス周りのシリコーンオイル
汚染防止材の施工
防火戸は認定品であり，防火戸用ガラスの留
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写真－ 25　エントランス天井（ アップ ）

め付けにはシリコーンシーリング材が採用され
ている。シリコーンシーリング材は，打設後，
長期間にわたりシリコーンオイルが発生し，撥
水汚染を引き起こしている。
そこで今回は，信越化学工業㈱の高性能コー

ティング材「Sコート 58」をシリコーンシーリ

ング材の上に塗布し，シリコーンオイルによる
汚染防止を計った。なお，現場開設時に，コン
クリート版にシリコーンシーリング材と変成シ
リコーンシーリング材を施工し，Sコート 58
を塗布したものとしないものを作り，現場に暴
露した。

写真－ 34に試験結果を示すが，Sコート 58
を施工したほうが明らかに汚れが少なく，汚染
防止に寄与していることがわかった。この結果
をもって，本施工でも Sコート 58を施工して
いる。
日本は外装の汚れに対して敏感で，セメダイ
ン EXCELⅡの採用が増加している。防火戸の
ガラス周りもきれいであるほうが望ましい。今
回，防火戸のガラス周りは全箇所，Sコート 58
を施工している。経年変化を受けた後も，シリ
コーンオイル汚染が発生せず，美観を保ってい
ることが実証できれば，地味ではあるが，新材

第 7 表　セメダイン EXCEL Ⅱの特徴と用途

特徴 用途

・ 　耐候性・ガラス越し耐光接着性に優れ，ガラス用途へ
の使用が可能。
・　高耐久性を有し，動的疲労特性に優れている。
・ 　低モジュラス高・伸びタイプで，ムーブメント追従性
に優れている。
・　目地周辺部への汚染（撥水汚染）がない。

・　ガラス周り目地
・　各種カーテンウオール目地
・　各種外装パネル間目地
・　各種笠木間目地
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第 9 図　
2 成分形シーリング材
の性能比較
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第 8 表　人工光暴露による促進耐候性試験結果［ JIS A 1415 WX - A 法 ］

試験条件
シーリング材

2mm厚 5mm厚
3,00 5,00 7,00 10,00 3,00 5,00 7,00 10,00

セメダイン EXCELⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2成分形変成シリコーン系 ○ △ × × ○ △ △ ×

・評価　○：異常なし　△：わずかに亀裂あり　×：亀裂あり

写真－ 27　屋上サカロック版間目地
写真－ 28　 屋上サカロック版間目地（ 上部のアッ

プ ）

第 10 図　
打 設 厚 5mm で の キ セ
ノン暴露 1 万時間後の
状態

セメダイン EXCELⅡ 2成分形シリコーン系市販品

写真－ 26　
屋外暴露 30 ヵ月後（ 南
面 45°）【 被着体：鏡 】

セメダイン EXCELⅡ 2成分形変成シリコーン系市販品
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写真－ 30　スチール製建具のジョイント目地 ⑴

写真－ 29　屋上サカロックの版間目地のアップ

写真－ 31　スチール製建具のジョイント目地 ⑵

料・新工法といえるだろう。

5.　常温塗装分野の新技術の将来像

常温塗装分野というのは，外装材料としての
位置づけとしては，各種の金属系仕上げ，最近
注目を集めている大型セラミックタイル，石材，
タイルといった素材に比較すると，マイナーな
イメージがあるが，外壁に対する適用面積でい
えばいちばん大きいと思う。
筆者らは，かねてよりその常温塗装について

は，ともすると，在来ある塗料群から選択をす
るということに甘んじてきていると思ってい
た。今回，無有建築工房が，外装の大部分にア
スロックの新製品の採用を決められたことか

ら，施工サイドとしては，それに見合った「常
温塗装の新材料・新工法」を提言すべきと考え，
野平外装技術研究所（noftec）の外装仲間の中か
ら，大日本塗料の櫻田 Gr長，セントラルコン
クリートの橋本社長に参画いただき，常温塗装
分野の新材料・新工法の採用にこぎつけた。
また，部材間のジョイントを見せず，外壁全

写真－ 32　 目地消し効果による彩実の外壁として
の一体感
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写真－ 33　彩実の外壁の目地消し効果のアップ
写真－ 34　S コート 58 の効果確認試験体

体を 1枚物に見せるために，セメダインの八田
課長に連携いただいた。同社とセントラルコン
クリートは，以前，「PCカーテンウォールの
塗装仕上げを長期間美しい状態に保つために」
という小冊子を作成したことがあり，今回も効
果的なコラボレーションとなった。

地味な存在の「常温塗装分野」においても，
たゆまぬ新技術の開発は不可欠で，その目的の
ために，真摯に努力する協力会社，メーカーの
みが勝ち組になる資格を有すると思料してい
る。


